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６．理解と共感を超えた他者との共生 ～ 内田樹の共生論 ―――――――――――― 































第 1 部 身体環境共生論への序（野中) 
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ズ英和辞典＋プラス V２」（研究社）で後方一致検索1をしてみると、～ology は 826 項目が該当する。
それ以外に「学」と訳される単語として～graphy は 399 項目、～tics は 327 項目が選択される（もち
ろんこれ以外に哲学 philosophy、歴史学 history なども存在する）。～ology が logos「（論）理」を扱う
「学」だとすれば、～graphy は記述の側面が強い「誌」、～tics は実際的な技を扱う「術」と言えばお
よそのニュアンスを示しているかもしれない。 
 私の専門領域である衛生学 hygiene（ギリシア神話の健康の女神ヒュギエイア Hygeia に語源をもつ）
には上記のいずれの語尾もない。実際には衛生「学」が母体となって特定した問題領域がそれぞれ～
ology として個別に発展してきた歴史がある。疫学 epidemiology、細菌学 bacteriology、ウイルス学
virology などがその例であるし、その方法論としては統計学 statistics が使われることもある。細分化、











                                                   
1 ふつうの紙媒体の辞書では、語の終わりが一致しているものを検索することは困難であるが、電子式の辞書で
あれば驚くほど容易である。単なる軽量化、省スペースでない、従来になかった利点である。 
第 1 部 身体環境共生論への序（野中) 































                                                   
2 2009 年は、日本共生科学会が旗揚げされた年でもある（http://www.kyoseikagaku.org/）。 
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にかかるのか？ 命名者としては「概念」にかけた、「包括的な概念」を意図したつもりだった。し
かし、見ようによっては「包括的共生」の構築とも読めるし、それも考えるに値するだろう。実際、



























                                                   
5 この事業の広報を兼ねて 4 号作成した、各８ページの小冊子を W 新聞と通称している（４号の合冊集も作成予
定）。実際の表紙には W Project Paper と書いている。 
6 本書の第 3 部に収載している、「『共生』は胡散くささを乗り越えられるか」と題したシンポジウムの、パネル
ディスカッションの議論（p200～201）を参照。 
7 transdisciplinary という用語のほかに、通常は「学際的」と訳される interdisciplinary とか、複数を意味する
pleuridisciplinary, multidisciplinary という語もあり、その違いについても議論がある。 
第 1 部 身体環境共生論への序（野中) 






































                                                   
8 ある教員はこれを「○○が化けた！」と表現する。１人で 5 回も、6 回も化けた例があるらしい。 
9 http://www.kyoseikagaku.org/syui.html 
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10 筆者には直接体験はないが、最近の日本に増えた、以前は喫茶店とも呼ばれたようなカフェという名の店と同
じに考えるわけにはいかないだろう。 
第 1 部 身体環境共生論への序（野中) 































                                                   
11 宮崎駿『風の谷のナウシカ』アニメージュ・コミックス・ワイド判７巻、徳間書店、p201。 
12 手塚治虫『火の鳥② 未来編』（角川文庫）、角川書店、p151 
13 シンポジウムでの発言。本書の p200 を参照。 
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ライブラリー241、丸善、東京。（原著は Gibbons M, Limoges C, Nowotny H, Schwartman S, Scott P, Trow 




                                                   
14 p222 参照。 
15 トム・ラス、ドナルド・O・クリフトン（高遠裕子訳）（2005）『心のなかの幸福のバケツ 仕事と人生がうま
くいくポジティブ心理学』、日本経済新聞新社。 
第 1 部 身体環境共生論への序（野中) 
























W 学科１期生 （こどもの国） 
2-1 いのち論へ（最首） 
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2-1 いのち論へ（最首） 
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と命名されたが、それはここ 500 年くらいの近代型パーソンの歴史を踏まえてのものである。工作人


















































































































 そういう見取り図を 19 世紀末に描いたのがフランスの医学生のポール・ラファルグ（『怠惰への権
利』, 1984）だった。ラファルグはマルクスの次女と結婚して、70 歳の時に、人格は 70 歳以上生き
てはいけないという信条にしたがって夫婦で自殺した。何を基準に生きる期間を定めたか、それによ
っては現代に取り上げられそうだが、自殺をふくめて唯一神教に反抗したのは確かである。それにも
まして、1 日の労働 3 時間説や、当時の労働者窮乏説に対して、労働者消費者論をとなえたこと、白










































































































































































































































































































































石毛 直道、大塚 滋、篠田 統：『食物誌』（中公新書）、中央公論新社、1975 
フランソア・ジュリアン（中島隆博、志野好伸訳）：『道徳を基礎づける – 孟子 vs.カント、ルソー、
ニーチェ』（講談社現代新書）、講談社、2002 
2-1 いのち論へ（最首） 
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W 学科 2 期生 （岡上ウォーキング後） 
2-2 「生き合い学び合う場としての大学」を描く（篠原） 
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2-2 「生き合い学び合う場としての大学」を描く（篠原） 



































































                                                   
1 篠原「大学論としての「障害者」問題―和光大学での体験と思索」和光大学人文学部紀要 14  1980 pp. 53-66 
2 篠原編著『関係の原像を描く―「障害｣元学生との対話を重ねて』現代書館 2010 年 
2-2 「生き合い学び合う場としての大学」を描く（篠原） 






































































































                                                   
3 日本臨床心理学会編『戦後特殊教育・その構造と論理の批判―共生・共育の原理を求めて』社会評論社 1980 
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4 大河内直之・篠原: コミュニケーションの可能性―出会い、つながり、関わりあうこと 和光大学人文学部・
人間関係学部紀要・別冊『エスキス 97』(1998)  pp. 89-107 
2-2 「生き合い学び合う場としての大学」を描く（篠原） 































                                                   
5 『現代思想 総特集 ろう文化』1996 vol.24-05 所収 
6 篠原・小野広祐:〈対論〉日本手話・ろう文化・ろう学校をめぐって 和光大学人間関係学科『かわら版 R-WAKO 
2000』(2000)  pp. 16-27 
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持ってきてあげた。白杖をそっと隠して困らせるといったいたずらも楽しんでいたようである 2, 4。 
 彼女は、ぜんそく持ちで、休むことがあった。普段は、うるさいと思うのに、そんなときは、居な
いとさびしいと思ったりして、そんなわが身にニヤッとすることがあった。 
                                                   
7 子供問題研究会編『俺、「普通」に行きたい』明治図書 1974。同会編『続・俺、「普通」に行きたい』明治
図書 1976。『「障害児」観再考―「教育＝共育」試論』明治図書 1976 
8 山尾謙二『サツキからの伝言―０点でも高校へ』ゆみる出版 1986 
2-2 「生き合い学び合う場としての大学」を描く（篠原） 
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 ある日、用事があって、ある学生の自宅に電話をした。彼女は、「いま、ナホちゃん(山口さんのこ
と)が遊びに来ているんですよ」と言った。この教室で、友だちができたのだ。ぼくらは、「共生・共
学」を願って子供問題研究会 7, 8を開いて、今では 38 年になるが、このグループは、当時(1996 年)、
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１．衛生学とは ～ いのちをまもる学問 
２．個人衛生から公衆衛生へ ～ 個人の健康追求がみんなの健康を制限するとき 




７．「見えている」ことの意味 ～ 隔離・排除の論理に陥らないために 
８．人口構造の変化（高齢社会）と共生 ～ 目に見える異質なものと共に生きる 
９．異質な存在を身近に 
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2 paternalism は｢父親的温情主義｣などと訳され、医療における医師と患者の関係を考えるときに問題になるもの
だが、これを｢パターン pattern｣と誤解して、｢枠にはまった考え（ワンパターンの考え）｣と考えてはならない。



























































生｣すればいいのかは重要な課題である。アメリカ合衆国の感染症対策の中枢である CDC（Centers for 
















                                                   
6 根絶の英語は eradication であり、これは文字通り｢根こそぎにする｣という意味である。 
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9 これだけでは根絶は可能にならない。根絶のためにはほかにどのような条件が必要だろうか。 
2-3 異質なものとの共生～公衆衛生の視点から（野中） 







































































































                                                   
12 Mr.Children に｢花｣という楽曲がある。この曲の副題であるメメント・モリがどんな意味かを調べてみよう。 
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うにすべてを日常のままに残すこと、つまりすべての高齢者を在宅介護だけでケアすることで問題は































                                                   
14「縦横無尽に好奇心～宮崎駿・養老孟司の対話～」、NHK BShi 2010 年 1 月 10 日放映 
 
2-3 異質なものとの共生～公衆衛生の視点から（野中） 
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2-4 歴史にみる｢共生｣（上野） 





























































戦友」といった表現が用いられた（1943 年 2 月 20 日付『読売新聞』夕刊 2 面）。また、同じく汪兆
銘傀儡政権下の中国人女性が千人針をする場面を報じた記事では、「千人針に“同生共死”の真心」
「同生共死の国府軍」（1943 年 5 月 2 日付『読売新聞』朝刊 3 面）という言い回しになっている。日
本軍が武力で侵攻した独立国タイ（当時はシャムとよばれた）では、「支那事変六周年」（1937 年の
日中戦争全面化から 6 年後）に際して、ピブン首相が「同生共死」の「盟約関係を闡明した」と報じ
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1943（昭和 18）年 11 月 5 日から 6 日には、「大東亜会議」が東京で開催された。この会議は、ア
ジア各国の親日派指導者を集めて「大東亜共栄圏の確立」を内外に示すもくろみで開かれた。このた
めに来日した自由インド仮政府（日本軍の保護支援下にあった）のチャンドラ・ボース（1897－1945
年）は、11 月 14 日に日比谷公会堂で講演したが、それを報じた記事の見出しは、「同生共死、戦ひ
のみ」（1945 年 11 月 15 日付『読売新聞』朝刊 2 面）というものであった。同じく｢中華民国｣（前出
の傀儡政権）行政院長汪兆銘は、この会議の席上「同生共死の決意表明」をした（1943 年 11 月 5 日
付『読売新聞』夕刊 1 面）。これ以前から汪兆銘は「同生共死」を表明していたらしく、1943 年 4 月
に来日した陳公博特派大使は、汪兆銘が 1941 年 12 月に「同甘共苦の声明を発表、最近更に同生共
死を誓った……中国は真に同生共死の決心を有し同時に実践躬行の覚悟を決めてゐる」とラジオ講演
の中で述べた（1943 年 4 月 11 日付『読売新聞』朝刊 1 面）。 
さらに、日本軍政に協力したインドネシアのスカルノ（1901－1970 年）は、1945 年 6 月 25 日に
ミンガラヤで開かれた民衆大会と同 27 日にデンパツサルで開かれた民衆大会において、日本との「同












1967 年 10 月 5 日付『読売新聞』朝刊 2 面「社説」）。 
 しかし、その使用頻度という点からみるとこのような事例は稀である。1970 年代以降になると、「人
間と自然との共生」という言い回しも登場し始めた。だが、やはりその頻度は限られたものであった。 
 「共生」が多用され始めたのは 1990 年代に入ってからである。就中、1992 年に主要経済団体が開
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月 3 日付『朝日新聞』朝刊宮城面）、成田空港の運営を地元住民の立場で点検するために作られた組
織は「成田空港地域共生委員会」と名付けられ（1995 年 1 月 10 日初会合＝1995 年 1 月 11 日付『朝
日新聞』朝刊千葉面）たりした事例も含めてよいだろう。さらには、米軍や自衛隊基地との「共生」
（1998 年 6 月 23 日の久間防衛庁長官の三沢市での講演、1998 年 6 月 24 日付『朝日新聞』朝刊青
森面）、といった具合である。この意味での使用例の典型的なものが、1994 年、当時の防衛施設庁長
官による、沖縄は「基地と共生、共存する方向に変化してほしい」という発言である（1994 年 9 月
13 日付『朝日新聞』朝刊 1 面）。 
これらの使用例は、異質なものと強制的に併存させられる――「共生」することを強制される――
類の事例であり、かつての「共生同死」「共生共死」と同根であるといえよう。翌 1995 年、戦後 50
年を迎えるにあたって、保守的政治家や評論家らは国会の不戦平和決議に反対する集会を開いた。そ








































































次に図 2 の二枚の写真を見てみよう。 
 




































図 3－1 を見てほしい。これは、エウル（EUR＝Esposizione Universale di Roma）というローマ






















次の図 3－2 は、エウルの別の風景である。ファシスト政権当時は「帝国広場」（Piazza Imperiale）
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 この塔を間近で見ると、図 4－2 のように石が積み重ねられているのがよくわかる。それぞれの石
2-4 歴史にみる｢共生｣（上野） 












































































Peter Reichel & Harald Schmid, Von der Katastrophe zum Stolperstein, Hamburg und der 
Nationalsozialismus nach 1945, Hamburg: Dölling und Galitz Verlag, 2005. 
Carlo Bertilaccio e Francesco Innamorati, EUR SpA e il Patrimonio di E42, manuale d’uso 





前掲書 126－194 頁、所収）。 
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2-5 他者と生きる―スリランカ仏教社会から考える（澁谷） 
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2-5 他者と生きる―スリランカ仏教社会から考える（澁谷） 














ミル民族の独立を主張し、政府軍との間で内戦が続いていた。2009 年 5 月に政府軍は解放の虎を壊








































差も年較差も小さく、要するに 1 年中夏である。ちなみにコロンボでは最低気温は 25 度くらい、
最高が 32 度くらいで、常に蒸し暑い状態である。 





















































































































a. 精進日（ポーヤ）：ポーヤと呼ばれる精進日が毎月 4 回程度設けられている。新月、上弦、下弦、
満月の日に、寺院で在家が 1 日だけの優婆塞（うばそく）として８戒を実践し、僧による説教、瞑
身体環境共生学入門 

























































 僧侶：    〃 




 イヌ・カラス：  〃 
 
 仏陀や神々に対しては、花や線香、樟脳なども捧げられるが、食物こそが主要な供物である。a～c









































































ウ、シロハラオウチュウ、キバシヤブチメドリ、ハトの 1 種、ムクドリ、タカの 1 種などである。ま
身体環境共生学入門 
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速かつ大量に食料や衣類などが提供されている。 
 功徳を積む機会となると、人びとは大いにボランティア精神を発揮する。インド洋津波災害の 2 年
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2-6 馬と人との共生（小林正典） 

















































































市の輓馬」の頁において、「日本でいちばんの馬の持主は日本通運会社で、純所有 4,000 頭（大阪 750



























































































































に、2008 年 8 月の北京オリンピックの馬場馬術競技で、日本史上最年長選手として出場した法華津
寛選手の愛馬ウィスパー（牝馬）は、馬場近くの大型スクリーンの映像に警戒し、通常の能力を発揮
身体環境共生学入門 
























































 江戸時代は武士の特権であった乗馬は、1869(明治２)年 11 月 2 日に新政府によって無刀の者の乗馬
を禁止する措置がとられたものの、1871 年 4 月 18 日には、太政官布告でもって「自今平民の乗馬差
許され候事。」として、平民の乗馬を許す布告が発せられ、一般人の乗馬も解禁されることとなった。
1875 年 2 月 2 日付東京日日新聞では、芸者が袴で乗馬し、老人を蹴倒して屯所へ連行される事件が








 学習院の神田錦町校舎の中庭で「馬術開業式」が開催されたのが、1879 年 10 月 18 日のことであ
身体環境共生学入門 
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ることからして、この頃には、すでに一部の人々が西洋式の乗馬をたしなむようになっていたものと










































れるものとなった。しかしながら、2002 年 7 月には全国の流鏑馬愛好者が集まって流鏑馬競技連盟























 総合馬術（Eventing）は、3 日間の競技ともいわれ、初日に馬場馬術競技、2 日目に野外騎乗、クロ
身体環境共生学入門 










































































































































・武市銀治郎『富国強馬 ウマからみた近代日本』講談社、1999 年。 
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2-7 ムーブメント教育・療法と共生（小林芳文） 
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2-7 ムーブメント教育・療法と共生 






 子どもの健康と幸福感の達成を中心ゴールとするムーブメント教育・療法は、米国の M. Frostig、






















                                                   
















































































































































 - 122 - 





















































































① 第 1 ステージ（0 歳～6 ヶ月）……（原始反射支配期）、定頸の促進、寝返りの促進 
② 第 2 ステージ（7 ヶ月～12 ヶ月）……（前歩行期）、平衡反応の誘発と促進（座位、 四つ這
い位）、水平移動促進（転がり、腹這い、手這い）・垂直移動促進（起きあがり、 つかまり立
ち上がり） 
③ 第 3 ステージ（13～18 ヶ月）……（歩行確立期）、平衡反応促進（立位）一人歩行 
④ 第 4 ステージ（19～36 ヶ月）……（粗大運動確立期）、容易な粗大動作の促進（上肢・下肢）、
初歩的統合運動の促進 
⑤ 第 5 ステージ（37～48 ヶ月）……（調整運動期）、協応運動の促進（初歩的手操作、足操作)、
足肢運動の促進、優位性運動の促進（バランス運動） 
⑥ 第 6 ステージ（49～60 ヶ月）……（知覚運動期）、視知覚・聴知覚運動の促進、微細運動の促
進、初歩的連合運動の促進（視覚聴覚運動連合） 
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 文部科学省は、平成 21 年 3 月、障害児を含めた児童の教育に関わる新しい学習指導要領を公示し





















来る。軽度の発達障害児は、③④が主な達成課題となる。LD 児や ADHD 児、高機能自閉症などには、
                                                   
2 本節は、小林芳文：疾患のある子どもと運動・遊び ～ムーブメント教育・療法～、体育の科学（日本体育学会
編集）第 59 巻 12 号、2009、pp835 ｰ 838 に掲載された論文である。 
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これらの課題で知覚スキルを支援し、自己コントロール、満足感、問題解決という心理的機能も支援



















名）に、週 5 回（1 回 30 分）3 ヶ月に渡ってトランポリン中心の活動を取り入れ（車いすに乗せた状
態での運動）、その排便回数、浣腸回数、復囲変化を調査した。その結果、個人差はあるもののほぼ
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 古川と小林（2009）は、重度重複障害児の健康支援を目指して、ムーブメント教育・療法の移動系
運動と心拍数、筋緊張（リラクセーション）の関係を分析した。（図１）は、重度脳性まひ児（全介

































歳 5 ヶ月 
   （古川・小林､2009） 
 
図 1 重症児のムーブメント活動児における心拍数反応 
身体環境共生学入門 













   
Ⅳ. 自閉症児の支援を巡る身体運動面の関わり ―――――――――――――――――――――― 
 
 障害をもつ子どもの多くは、身体運動面で障害を示す子どもである。その度合により重度の脳性ま
ひ児（cerebral palsied child）から、軽度の障害（MBD=minimal brain dysfunction syndrome child）まで
幅広くわかれるが、自閉症児もこの間に位置することが言われている。自閉症については、1943 年、








 1973 年の WHO（世界保健機関）による用語集で、幼児自閉症（infantile autism）についての規定が
提案されるにいたり（自閉症研究委員会、1976)）、自閉症についての特徴が次のようにまとめられた。 
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④ 全般的に、言語または身ぶりによることばを社会的に用いるという点の障害がある。 
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2-8 共生・共創をめざした遊びの場づくり（大橋） 









(1) 今も昔も私達は踊っている  















(2) 「本気で遊ぶ大人」という環境  
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2-8 共生・共創をめざした遊びの場づくり（大橋） 
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においては、子ども達は、ファンタジーの世界と現実の世界を自由に行き来しながら、自己を知り、
他者を知り、人間関係を育み合いながら、現実を生きる力を一層豊かにしていく。 
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８－１．トレーニングの 3 原理 
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３．子どもの体力・運動能力 ――――――――――――――――――――――――――――――― 
 毎年 10 月の「体育の日」に体力・運動能力の成績が統計結果として発表され体力低下が指摘され
ている。11 歳の男子と女子のソフトボール投げの成績は、女子では 1971 年に 21.50m、1988 年に 19.03m、
1998 年に 17.49m、2008 年に 17.87m と 1971 年から 1998 年までは成績の低下が見られる。1998 年と
2008 年との成績はほぼ同じであり、体力の低下に改善が伺われる。しかし 2008 年と 1971 年の成績
の比較ではまだまだ低い体力レベルにあると言える。一方、男子では 1971 年に 35.40m、1988 年に
32.99m、1998 年に 29.77m、2008 年に 30.37m と 1971 年から 1998 年までは成績の低下が見られる。
1998 年と 2008 年との成績はほぼ同じであり、体力の低下に改善が伺われる。しかし 2008 年と 1971
年の成績の比較ではまだまだ低い体力レベルにあると言える。 
 Atomi ら（1986）は、心拍数が 150 拍/分を超え最大酸素摂取量が 53.5mi/kg/分から 56.5 mi/kg/分と
激しく、一日の運動時間が 53 分から 74 分と長い子どもの体力は優れているが、最大酸素摂取量が















今世紀の中頃、日本の 65 歳以上の人口は 32.3％に達すると予想されている。世界最高の超高齢化




の余命、生活の質（quality of life : QOL）を高めるうえで大きな意義のあることになる。 
図３に生活フィットネスの年齢変化パターンを示した（福永、2006）。健康で活発な日常生活を遂
身体環境共生学入門 



































  廃用がプラス 
活動的な生活を送っていれば 
           この道を行くことができる 














































歩く・走るなどの移動能力は 20 歳代以降、年齢が高くなるほど低下する。70 歳代では 20 歳代の
図４ 筋厚の加齢変化 （福永、2006） 
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トとして、トレーニングの「3 原理 5 原則」を意識しなければならない。 
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体操教室の参加者は、介護認定で要支援 1～2、要介護 1～4 に認定された高齢者 14 名で、平均年齢
は 83±9 歳であった。 
 トレーニングの内容は、いす（座り立ち）、キック（膝伸ばし）、アップ（もも上げ）、おなか（上
体起こし）の 4 種目について、1 セット 8 回を 1 日に 2 セット、毎日実施した。トレーニングは自宅
で行うことを基本とし、1 週間に 1 回の体操教室を開催し、トレーニング動作の確認やトレーニング
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図８ いすの座り立ちタイム（10 回くり返す時のタイム） 
2-9 からだと共に生きる～高齢者の生活フィットネス（矢田） 



























































2-10 身近な自然との共生 ― 足もとからの環境倫理（堂前） 
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2-10 身近な自然との共生 ― 足もとからの環境倫理（堂前） 
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図１ アカテガニの放仔。（平本晋也撮影） 
図２ アカテガニ放仔観察のために海で待つ 
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Johann Baron von Uexküll, 1864～1944 年）。エストニア出身のドイツ人生物学者である。 
ユクスキュルは生きものが自分の周りの環境をどのように見ているのかを考えるために、「環世界」
（Umwelt）という語を提案した。ユクスキュルが「環世界」という語を紹介した『生物から見た世界』 
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2-10 身近な自然との共生 ― 足もとからの環境倫理（堂前） 





































































図１０ 流域とは。A 川流域に降った雨は全て A 川に
流入する。隣の B 川流域には流れ込まない。鶴見川
流域誌編集委員会（2003 年）より。 
2-10 身近な自然との共生 ― 足もとからの環境倫理（堂前） 


















図１１ 鶴見川流域は複数の自治体にまたがる。鶴見川流域誌編集委員会（2003 年）より。 
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ユクスキュル,ヤコープ・フォン, クリサート,ゲオルク. (2005 年). 生物から見た世界. 岩波文庫. 



















第 3 部 共生をめぐる雑然たるにぎわい 
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1 以下は、和光大学現代人間学部紀要 第 3 号（2010
年 3 月発行）p278-287 の内容を転載したものであ
り、2009 年度和光大学教育重点充実事業 「包括
的共生概念の構築の試み」による公開シンポジウム



































































































◆ 異質が雑多にいる ―――――――――― 
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かに入ってこない。共生はどこかで、体系化
に対峙する。システム化、合理化、合理主義、





















































































































































































































































































ード 1 とモード 2 という 2 つに分けていま
3-1 シンポジウム：「共生」は胡散くささを乗り越えられるか 















































































































































岡上川井田地区どんど焼き 2010 年新年 
身体環境共生学入門 
























                                                   










































































                                                   
2 シンバイオーシスともいう。 
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んじゃないか、ということがあるから。 
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語が vivere e lasciare vivere。これ英語でいうと、














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































んですよ。私は。R や D の学生のようにはな









































































































































































野中：それは RD ですよね、まだね。２月 17，
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